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金華山のサル・ B1 群の第一位オス「タイヨウ」の略歴  

 

   京都大学  山口飛翔  

 

1. はじめに 

 2019 年の交尾期以降、金華山 B1 群では第一位オス「タイヨウ」が群れと

共に行動したり、群れから離れて行動したりを繰り返す特異な行動が観察

されている(山口， 2020，2022)。こうした彼の行動は、 B 1 群で繰り返し群

れの離合集散を引き起こすなど (山口， 2020; 山口， 2022; Yamaguchi & 

Kazahari, 2022)、 B1 群の日常生活に大きな影響を及ぼしている。加えて、

本号で報告されているように (関，2023; 関沢，2023; 山口，2023a，2023b)、

彼の行動は複数の隣接群にも大きな影響を与え始めている。本稿では、こ

うした「タイヨウ」の特異な行動の概要を把握するため、筆者が B1 群の調

査を開始した 2018 年 10 月以降の彼の動向をまとめる。なお、それ以前の

彼の来歴については山口 (2020)に詳しい。  

 

2. 「タイヨウ」の確認状況  

 2018 年 10 月以降の調査期間ごとの確認状況を表 1 に示した。なお、本

稿では 9 月から 12 月を交尾期、それ以外を非交尾期とした。表 1 から、

「タイヨウ」は 2019 年非交尾期までは全ての日に群れ本体で確認されてい

たが、2019 年交尾期から 2021 年交尾期までの期間は確認できない日がか

なりあったことが分かる。確認できた日数割合は特に交尾期に低くなって

おり、2019 年以降の交尾期における彼の確認日数割合はわずか 47.2%(100

日/212 日)だった。また、2019 年交尾期から 2021 年交尾期までに群れを離

れた脚 注 1 頻度は、交尾期と非交尾期でそれぞれ 10 日当たり 1.10 回と 0.54

回であり、彼が繰り返し群れを出入りしていたことも分かる。  

 

3. 群れから離れていたときの行動  

 「タイヨウ」が B 1 群を離れた後に群れに戻って来た直後脚 注 2 と考えられ

る観察 21 例を調べると、その 57.1%(12/21)で 5 歳以上のメス(以下、メス) 

 
脚 注 1  6 時間以上群れの内で確認されなかったとき、「群れを離れた」とした。  
脚 注 2  群れを離れた後、再び群れの内で再確認された直後の 15 分間とした。  
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 表 1.「タイヨウ」の確認状況  

註 ) 群れ本体 (5 歳以上のメスが 50%以上確認された集団 )を 200 分以追尾した日のみを使用。  

 

との毛づくろいが確認された。このことは、しばらく群れの内で確認され

なかった後に合流した直後には、メスと親和的交渉を行うことが多かった

ことを示している。なお、こうした事例のほとんどで、メスの方から彼に

近づいていって毛づくろいをしていた (山口，2020 も参照 )。霊長類では、

一時的に離れた個体同士が再開した直後には、親和的交渉の頻度が上昇す

ることが知られている (Aureli & Schaffner， 2007; de Marco et al.，

2011; 田村，2016)。このことから、「タイヨウ」は群れの内で確認されな

い間、実際に群れ本体のメスとは離れて行動しており、群れの外で彼女た

ちとの交渉は行われていないことが多かったと推察される。一方で、一部

のメスが彼に追随して一緒に群れを離れたり、彼とは違うタイミングで群

れを離れていたメスと群れの外で合流して行動を共にしたりすることもあ

った(山口，2022; Yamaguchi & Kazahari，2022)。  

 「タイヨウ」は B 1 群の行動圏から離れ、 D 群の主要行動圏である島の南

部へ行っていたことが何度も確認されているし (佐々木・宮崎， 2020; 山

口，2020，2022)、D 群以外の他群の調査者が追随オスの中に彼を確認した

という情報もない（伊沢紘生氏，私信）。したがって、彼は B1 群を離れて

いる間 D 群に追随することが多かったと考えられる。交尾期に群れを離れ

ることが多かったことを考えると、後述するように彼は B 1 群のメスたちと

はほとんど交尾できないため、繁殖相手を探しに D 群を訪れることが多か

ったのだろう。  

 

4. 他の群れ個体との社会関係  

1) 他の中心オスとの関係  

 2019 年交尾期に群れに戻った際に劣位の中心オスから激しい威嚇を受

 調査年 2018年 2022年

 調査期間
10/1~12/1

（交尾期）

2/11~3/29

（非交尾期）

9/8~11/10

（交尾期）

3/9~3/22

（非交尾期）

9/21~12/19

（交尾期）

2/8~3/27

（非交尾期）

9/20~12/17

（交尾期）

2/14~3/29

（非交尾期）

 確認日数割合
1.00

(49日/49日)

1.00

(37日/37日)

0.31

(16日/51日)

0.90

(9日/10日)

0.46

(37日/81日)

0.89

(34日/38日)

0.59

(47日/80日)

1.00

(40日/40日)

 群れを離れた頻度

 (回/10日)
0.00 0.00 1.13 1.00 1.84 0.43 0.34 0.00

2019年 2021年2020年
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けたことが一度あったが (山口，2020)、それを除けば全期間において敵対

的行動(威嚇やサプラント )は一貫して「タイヨウ」から他の中心オスに向

けられ、その逆はなかった。このように、彼は群れを出入りしながらも現

時点（2023 年 5 月 20 日）まで第一位オスの地位を維持し続けている。  

 

2) メスとの関係  

 「タイヨウ」は全調査期間を通してメスから頻繁に毛づくろいを受け、

彼よりも高頻度でメスから毛づくろい受けた中心オスはいなかった。また、

休息の際にはメスたちが彼の周囲に集まることが多く、移動の際にも多く

のメスが彼に追随することが多かった。このように、彼は一貫して群れの

中心的な個体であり、メスに頼られ続けている。  

 一方で、発情メスとの交尾は 2019 年以降減少した。表 2 に、各年の交尾

期に「タイヨウ」と発情メスの交尾が確認された日数割合と、1 日当たり

に確認された発情メス数の概要を示した。表から、2019 年以降は 2018 年

に比べると交尾できた日数割合が減少していることが分かる。特に 2019 年

と 2020 年はほとんど交尾できなかった。 2021 年はそれに比べると交尾日

数割合が高かったが、それはこの年非常に多くのメスが発情したからだろ

う。2019 年以降も発情メスに接近したり、臀部に手をかけて交尾を試みた

りする行動は頻繁に観察されたが、メスが逃げたりして拒否することが非

常に多くなった。このようにメスが「タイヨウ」との交尾にあまり応じな

くなったことが、彼が群れを離れて他群に繁殖相手を探しに行くようにな

った大きな要因だと考えられる (山口， 2020，2022)。  

 

表 2. 「タイヨウ」とメスの交尾が確認された日数割合と発情メス数  

註 ) 「タイヨウ」が群れの内で確認され、かつ発情メスが 1 頭以上確認された  

     日のみを含む。また、 200 分以上群れが観察できた日のみを使用。  

観察年  交尾日数割合  
1 日当たりの発情メス数 (頭 )  

平均±SD 範囲  

2018 年  0.52 (26 日 /50 日 ) 5.78±3.58 1-11 

2019 年  0.11 (1 日 /9 日 ) 2.78±1.48 1-5 

2020 年  0.00 (0 日 /12 日 ) 1.67±0.89 1-3 

2021 年  0.32 (10 日 /31 日 ) 7.10±5.00 1-14 
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